
学校だより 武石っ子

第１３２回卒業証書授与式
創立１４５周年、平成最後の卒業式が、厳かな中にも温かい空気に包まれて、無事終了しました。

≪学校長 式 辞≫
風光る早春の日、卒業生の門出にふさわしい日和となりました。
本日は、日頃、武石小学校の子どもたちのために、ご尽力いただき、お支え下さっている

大勢のご来賓の皆様のご臨席を賜りました。心から御礼申し上げます。
只今、小学校６か年の課程を無事終了し、卒業証書を手にした敬組・和組３７名の卒業生

の姿は輝いて見えます。
卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
皆さんの書いた卒業文集「敬和」には、小学校６年間に最も心に残った出来事として、多

くのことが書き綴られています。６年生の１年間に限定して集計しましたところ、岩井自然
教室が２７名と最も多く、他の小学校ではあまり見られない２泊３日の海での体験や、仲間
と楽しんだアトラクションのこと等、いつにない出来事を綴った人が多く見られました。
続いて、金管バンドで東海大会に出場したことを書いた人が１８名と約半数おりました。
５年生の時の名古屋に続いて、６年生の時は岐阜に赴き、自分たちの演奏を多くの方々に

聴いていただきました。２年連続でそれが出来たことは、大変誇らしいことだと思います。
次に多かったのは児童会活動のことでした。委員会のリーダーとして、日常の当番活動を

はじめ、強調旬間や週間を引っ張ることの大変さ、責任を果たすことの大切さを学びました
ね。これからの大きな力となることでしょう。そして、最後の運動会、リレー選手としてエ
ントリーされたこと、サントミューゼで歌ったこと、毎日の楽しかった授業、クラス替えに
よる４年生からのメンバーへの感謝の思い等々、皆さんの思い出がたくさん詰まった文集と
なりました。
そしてもう一つ、皆さんならではのテーマとして、自分が考えたい「社会問題」について

も綴っています。「人種差別」「地球温暖化」「異常気象」「ゴミ等による環境問題」「河川及
び海洋汚染」「少子高齢化」「交通事故」「事件」「ＡＩの進化」「インターネット」「スマホ」、
そして自分たちが日頃使っている「言葉」の問題等々、皆さんそれぞれが、一番考えたい社
会問題について、その解決方法も、自分の言葉で綴っています。このことは大変大事なこと
で、解決のため自分に何が出来るか、これからもしっかり考え、行動してほしいと思います。
旅立つ皆さんに私が必ず贈ってきた詩、吉野源三郎氏からのメッセージは、このことを我

々に伝えています。
たれもかれも力いっぱいにのびのびと生きてゆける世の中
たれもかれも生まれてきてよかったと思えるような世の中
自分を大切にすることが同時に人を大切にすることになる世の中
そういう世の中を来させる仕事が君たちの行く手に待っている
大きな大きな仕事
生きがいのある仕事
このメッセージを心にしっかり抱きながら、素晴らしい世の中をつくってほしいと願って

います。
保護者の皆様に申し上げます。お子様のご卒業、誠におめでとうございます。

６年間にわたり、皆様から学校に賜りましたご協力とご支援に対しまして、心より感謝申し
上げます。「あっという間の６年だったなあ」と思われていることでしょう。しかし、振り
返ると、それぞれのご家庭で、たくさんのご苦労があったことでしょう・でも、今日の日を
迎え、立派に育った我が子を見つめ、心の底から「良かった」と思っておられることと思い
ます。
卒業文集に保護者の皆さんからいただきました子どもたちへのメッセージは、きっとこれ

から先もずっと、一番大切な時に、彼らが再びそれを読み、その後の大きな心の糧としてい
くと思います。素敵なメッセージを本当に有り難うございます。思春期を迎え、悩みを多く
抱えるかもしれない彼らのこと、これからも、どうぞよろしくお願い申し上げます。
終わりに、武石小学校第１３２期生３７名が、「敬和信友」、友を信じ、人を敬い、たく

さんの人から敬われ、和やかで素晴らしい人生を生きていってくれることを祈りつつ、式辞
といたします。

平成３１年 ３月１５日
上田市立武石小学校長 網干直人
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～平成 30 年度を振り返って～

「 元 気 ア ッ プ タ イ ム 」 「 朝 チ ャ レ （ 朝 の チ ャ レ ン ジ学習 ） 」
「 『紡ぐ 』 」 を新たに日課の中に入れ、 1 年間頑張ってきまし
た。
放課後自習室は、週に 2 回（月 ・木 ） となり 、毎回 60 名近

い子どもたちが学習に取り組んでいました。
毎日 5 分でも体を動かすことで、外で遊ぶ姿が増えたり、

保健室での手当が減った り と確実に効果を感じた 1 年でし
た。
今年度もボランテ ィアの方々に支援をいただき、武石なら

ではの体験をさせていただきました。シイタケ栽培・大豆の栽培 （元気アップタイム）
と収穫、さらに豆腐作りや味噌作り 、松茸収穫体験に松茸給
食、ブロッコ リーの収穫もさせていただきました 。小学校での
体験が、将来の職業に繋がっていく学習を進めていただいて
います。
また 、昔遊びの会 （伝承遊びの会 ）や ミシンの支援 ・読み

聞かせ等でも子どもたちと関わっていただきました。
天候のためＰＴＡ作業が中止になったり、運動会が延期に

なったりと予定変更が多い今年度でしたが、保護者の皆様に
は、理解と協力をいただき大変有り難かったです。
来年度も子どもたちの成長のために、ご協力よろし くお願

いいたします。

（シイタケ駒うち）

（松茸収穫体験） （大豆の栽培）
（林業体験）

＜２０１９年度４月行事予定＞

４月４日（木）始業式・入学式
５日（金）集団登下校 ＰＴＡ本部会・部会
８日（月）集団下校
10日（水）1年給食開始
11日（木）避難訓練①
12日（金）授業参観 ＰＴＡ総会 歓送迎会
16日（火）地区児童会① お花見給食
19日（金）児童総会①
22日（月）～25日（木）家庭訪問
28日（日）グリーンベルト作戦

≪この３月でお別れする先生方≫
○高見澤津久美（教頭）校長として川西小 ○矢島淳（６和担任）上田養護学校
○小池智子（養護教諭）小諸市水明小 ○植原信彦（庁務員）退職
○福澤由美子（給食調理員）川辺小 ○鈴木香織（特別支援教育支援員）大屋幼稚園
○翠川慎子（心の相談支援員）依田窪南部中 ○北沢舞子（給食調理員）退職
○中村健太（学力向上地域支援教員）中塩田小
〇ヘンデン・ ナイジェル・デイビット (ALT) 第一中


